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１ 研究の目的 

 近年、子どもの人間関係形成の困難さが課題として指摘されており、学校現場では人間関係形成力を

育む試みが行われている。本研究では、「聞き方」に関する指導を行い、そのうえでトーク活動を実施し

た。「子どもの聞く力を育むことで、人間関係形成力が向上し、学級での居心地をよくすることができ

る」という仮説を立てて実践研究を行った。 

 

２ 基本的な考え方 

（１）コミュニケーション能力について 

 筆者はコミュニケーション能力について、「話す力」と「聞く力」で構成されており、それぞれいくつ

かの要素を内包しているものであると捉えている。そのうえで、聞くことが児童相互間の安心感を育み

人間関係を円滑にする要素であると考え、本研究において「聞く力」に焦点を当てて実践を行った。 

（２）聞く力について 

 筆者は聞く力について、身体的活動と心的過程を含んでいるものであると考えた上で、①内容理解の

力②非言語面の伝達③多様性の承認の３つの要素から構成されると捉えた。 

（３）本研究の考え方 

 本実践では、対象児童である小学２年生の発達特性を考慮し、非言語面の伝達、つまり話を聞く際の

外面の部分について指導を行うことで聞く力の向上を図った。 

 

３ 実践内容 

（１）対象 

茨城県内の公立X小学校２年 Y組16名（男子11名、女子５名） 

（２）調査時期 

前期実習：2022年５月30日～2022年６月17日（５月30日に１回目の質問紙調査） 

後期実習：2022年９月 ５日～2022年９月16日（９月15日に２回目の質問紙調査） 

（３）手立て 

 １）トーク活動の実践 

 基本的に週３日、朝の時間 15分を活用し、前期８回、後期６回の計 14回行った。本研究の中心的活

動であり、児童同士が直接コミュニケーションを取る機会を設定すること、聞き方の般化を促すことで

聞く力を高めることが目的である。活動は溝越（2018）を参考に取り入れ、全員で行うクイズ型の活動

と、決められたお題（ぼく/わたしのたからもの等）について話をするペア活動を行った。 

 ２）上手な聞き方に関する講義 

 前期の一週目に、授業時間を使って聞き方に関する講義を行った。「友だちと関わる場面において、相

について，どのように感じていますか。」ということについてアンケート調査を行った。回答として

は，「とても理解を深めることができた」，「理解を深めることができた」，「あまり理解を深めること

ができなかった」，「理解を深めることができなかった」の４つの項目のなかから 1つ選択してもら

った。そして，その項目を選択した理由についても記述してもらった。結果としては，31人の生徒

のうち 29人の生徒が「とても理解を深めることができた」または「理解を深めることができた」と

回答した。そのように回答した理由として，「その土地の気候を生かして，農作物をつくったり，服

そうを考えたりしていることがよく分かったから。（原文ママ）」という意見が見られた。つまり，

世界各地の気候の影響を受けて多様な生活様式が広がっていることをこの授業を通して深く理解し

たと思われる。以上より，多くの生徒が「グループで学び合ったことで，世界各地の気候と人びと

の生活について考えが深まった」と思えるような学習課題でもあったと言えるだろう。 

 

５．今後の改善点 

授業終了後のアンケート調査で，「グループで世界一周修学旅行を考える際に，意見はあまり共有

されなかったが，これを考えたことで、単元の内容に対してとても理解が深まった」という回答も

見られた。以上より，生徒全員にとって，他者の意見や考えを聞きたくなるような学習課題ではな

かったとも言える。この回答をもとに，今後の改善点としては，既習事項を生かしながらも答えが

なかなか出ない学習課題をつくることが挙げられる。社会科における答えがなかなか出ない学習課

題について，澤井陽介は，「対話的な学び」を仕掛ける視点から，「事実(情報)を基にして比較・関

連付けたり総合したりしながら，社会的事象の特色や意味を考察する方向へ向かう」学習課題の重

要性を述べている 8)。この考えを生かして，例えば「温帯以外で日本人が最も住みやすい気候帯は

どこか」というような学習課題も良いのではないか。気候帯とそこでの人々の生活の違いを比較し

たり，温帯での人々の生活を関連付けたりすることで，各々の気候帯の特色を深く理解できること

が期待できる。また，学習課題への答えも明確ではなく，比較したり関連付けたりするなかで悩み

も生じやすいのではないだろうか。既習事項を生かすことと答えがなかなか出ないことを意識して

学習課題をつくることが重要である。 
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手が話しやすいよう、真剣に聞いていることが伝わる聞き方を身に着ける」ことをねらいとし、翌週以

降のペアでのトーク活動で般化を図れるようにするための準備として行った。教師のロールプレイ（バ

ッドモデル）をもとに上手な聞き方を考え、実際に自分たちで練習する活動を展開した。 

（４）質問紙の構成 

「学級の居心地のよさアンケート」「聞き方アンケート」の二種類をそれぞれ４件法で作成し、前後期実

習前後の２回実施することで効果測定を行った。それに加え、トーク活動の取り組みの様子を見ること

を目的に「振り返りカード」を各活動後に行った。 

 

４ 結果と考察 

（１）質問紙の結果 

 実習前後の「学級の居心地のよさ」「聞き方」に関するアンケートそれぞれを対応のある t検定（片側

検定）にかけた結果、それぞれ平均値の有意な変化は見られなかった。そのため、「聞く力を育むことで

人間関係形成力が向上し、学級の居心地のよさが向上する」という結果は確認できなかった。 

（２）学級の居心地のよさと聞き方に関する考察 

 結果に関する考察の一つとして、聞き方に関する理解の難しさが挙げられる。トーク活動の様子や振

り返りカード、アンケートを見比べると、児童にとって「あいづち」や「うなずき」といった項目は習

得に苦労する様子が見られた。児童にとってこれらが大事なこと、必要なものとは理解できていても、

では自分がどのように行えばよいのか（特にタイミングや頻度）についてはなかなか落とし込めないよ

うだった。この他の要因として、天井効果や聞き方に関する講義の頻度なども考えられる。 

（３）振り返りカードに関する自由記述の結果と考察 

 トーク活動後の振り返りカードからは、聞き方について児童が聞き方について意識した様子や、コミ

ュニケーション自体を楽しんで行った様子が見てとれた。 

 

５ 研究の成果と今後の課題 

（１）研究の成果 

 研究成果として、質問紙上では有意な結果が出なかったものの、振り返りカードや実際のトーク活動

の様子からは、回を重ねるごとに聞き方を意識しながら友人との会話を楽しむ様子が見られた。長期的

なスパンでのトーク活動の実践や、定期的に聞き方について意識を促す機会の設定によって聞く力を向

上させる有効な方法になるのではないかと考える。また、居心地のよさに関しても、さえぎらずに相手

の主張を待つ場面が見られるようになった。このような関わりが学級内で増えることで、より居心地の

よい学級になっていくのではないかと考える。 

（２）今後の課題 

 課題として、話すことが苦手な児童への支援や児童の意欲を考慮した取り組みの実践、児童が自身の

聞き方についての変化を認識する機会の設定などが挙げられる。児童同士の自然な会話を意識し、一人

一人がコミュニケーションを楽しめるようにすることで、人間関係形成の上で重要なコミュニケーショ

ンのハードルを下げる一助となるよう、実践を続けていきたい。 

 

６ 主な引用文献 

溝越勇太(2018).  1日5分 小学校 全員が話したくなる！聞きたくなる！トークトレーニング 60 

－　　－48




